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潟
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４
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８
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環
境

モ
デ

ル
都

市
の

取
組

（
つ

く
ば

市
）

つ
く
ば
環
境
ス
タ
イ
ル
“
Ｓ
Ｍ
ＩＬ

ｅ
”

～
み
ん
な
の
知

恵
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
笑

顔
に
な
る
街

～

Ｉｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔｉ
ｏ
ｎ

＆
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌｏ
ｇ
ｙ

最
先

端
技

術

Ｌ
ｅ
ａ
ｒｎ

ｉｎ
ｇ

＆
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔｉ
ｏ
ｎ

環
境

教
育

，
実

践

Ｓ
，
Ｍ
，
Ｉ，
Ｌ
ｅ
の
４
つ
の
統

合
ア
プ
ロ
ー
チ
で
，
高

齢
者

や
子

ど
も
を
は
じ
め
，
あ
ら
ゆ
る
層

の
人

々
が
笑

顔
に
な
る
街

の
実

現
を
目

指
す
。

石
油

代
替

燃
料

と
し
て

世
界
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題

の
解

決
に
貢

献

画
期
的
技
術
の
省
エ
ネ
機
器
等
の

開
発
や

人
材
育

成
を

一
体

的
に
推

進

ま
ち
中

を
実

証
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
，

実
証
か
ら
実
用
化
の
プ
ロ
セ
ス

を
活

用
し
た
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル

を
構

築

筑
波
大
学
と
協
働
開
発
の
環
境
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
，
環
境
体
験
学
習
等
の

実
践

，
発

信

市
民

，
企

業
，
大

学
・
研

究
機

関
が

参
加

す
る
つ
く
ば

環
境

ス
タ
イ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
を
拡

大
・
充

実

Ｍ
ｏ
ｂ
ｉｌ
ｉｔ
ｙ

Ｔ
ｒａ

ｆｆ
ｉｃ

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
交

通

快
適
な
移
動
空
間
の
構
築

天
候

や
用

途
，
体

力
な
ど
に
応

じ
て
選

択
可

能
な
シ
ス

テ
ム
を
構
築

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

ポ
ー

ト

徒
歩
，
自

転
車
，
パ

ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
安

全
・
安

心
，
快
適

に
移

動
で
き
る
空
間
整

備

低
炭
素
車
(
E
V
，
超
小
型
E
V
等
）
へ
の
変
換

補
助
金
等
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
低

炭
素
車

の
普

及
促
進
，
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

急
速

充
電

器
イ

ン
フ

ラ
整

備

低
炭
素
交
通
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

公
共

交
通

と
多

様
な
交

通
手

段
と
の

連
携

強
化

低
炭
素
な
移
動
手
段

へ
の
転
換

藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化

T
I
A
-
n
a
n
o

世
界
的
ナ
ノ
テ
ク
拠
点
の
形
成

先
端

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆

使
し
た
先

導
的

な
対

策
を
自

ら
実

証
。
低

炭
素

化
に
関

す
る
知

見
・
技

術
の
地

域
還
元

研
究
機
関
の
低
炭
素
化
と
連
携

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
化

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育

(
つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
科
)

市
民
教
育
，
実
践

(
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

（
仮
称
）
つ
く
ば
環
境
ス
タ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

環
境

教
育

の
拠

点
と
し
て
，
市

民
の

エ
コ
活

動
の

促
進

と
そ
の

発
信

の
場

景
観
緑
地
共
同
管
理
，
景

観
配
慮
型
の
電
線
網
整

備
な
ど

景
観

・
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
新

手
法

の
発

信

葛
城

地
区

北
西

大
街

区
エ

リ
ア

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
型
低
炭
素
モ
デ
ル
街
区
の
整
備

緑
住
農
一
体
型
住
宅
地

Ｓ
ｍ
ａ
ｒｔ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉｔ
ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
コ
ラ
イ
フ

Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
等

の
住

宅
促

進
や

Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
管

理
・
地

域
防

災
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
な
ど
，
低

炭
素

で
多

分
野

を
統

合
す
る
面

的
ア
プ
ロ
ー
チ
モ
デ
ル

を
創

造

統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
型
モ
デ
ル
街
区

【
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

Ｓ
ｍ
ａ
ｒｔ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉｔ
ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
コ
ラ
イ
フ

Ｍ
ｏ
ｂ
ｉｌ
ｉｔ
ｙ

Ｔ
ｒａ

ｆｆ
ｉｃ

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
交
通

Ｉｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔｉ
ｏ
ｎ

＆
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌｏ
ｇ
ｙ

最
先
端
技
術

Ｌ
ｅ
ａ
ｒｎ

ｉｎ
ｇ
＆

Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔｉ
ｏ
ｎ

環
境

教
育

，
実

践

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
源
と
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

未
利

用
宅

地
等

を
活

用
し
た
，
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
等

を
使

っ
た
防

災
拠

点
機

能
の

強
化

建
物
の
低
炭
素
化
（
家
庭
・
ビ
ル
）

補
助
金
等
の
助
成
制
度
の
活
用
に
よ
る
，
新
築
・
既

存
建
物

の
環

境
性

能
向

上
や

，
市

民
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
連

携
し
た
デ
ー

タ
収

集
，
分

析
評

価
の

実
施

（
写
真
提
供
：
産
業
技
術
総
合
研
究
所
太
陽
光
発
電
研
究
セ
ン

タ
ー
）

･
概
要
：
人
口
約

2
1
万
人
，
総
面
積

2
8
4
㎢

･
｢
つ
く
ば
環
境
ス
タ
イ
ル

｣
の
も
と
，
オ
ー
ル
つ
く
ば
で
の
取
組
を
推
進
中

･
温
室
効
果
ガ
ス
を

2
0
3
0
年
に

5
0
％
削
減
（

2
0
0
6
年
比
）

･
人
々
の
暮
ら
し

(
特
に
，
建
築
活
動
や
移
動

)
に
起
因
す
る

C
O
₂
の
重
点
的
削
減

(
2
0
0
6
年

比
7
0
%
削

減
)
を

目
指

す

1



田
園
型
環
境
都
市
に
い
が
た

～
地
域
が
育
む
豊
か
な
価
値
が
循
環
す
る
ま
ち
～

新
潟

市

本
市
の
自
然
・
社
会
的
特
徴

新
潟

市

【
土

地
利

用
】

農
地

割
合

4
8
％

（
H
2
2
）

【
食

料
自

給
率

】
6
3
%

政
令

市
1
位

（
H
1
7
）

【
販

売
農

家
数

】
9
,6
8
3
戸

全
国

市
1
位

（
H
2
2
）

【
農

業
出

荷
額

】
6
5
5
億

円
全

国
市

3
位

（
H
1
8
）

宅
地

1
6
.9

%
池

沼

0
.5

%

山
林

6
.3

%

原
野

0
.3

%

雑
種

地

そ
の

他

2
8
.1

%

■
新

潟
市

の
地

目
別

土
地

面
積

割
合

（H22
年

）

T田
・

畑
4
8
.0

％

【
人

口
】

約
8
1
万

人
【
面

積
】

7
2
6
km

2

「
田

園
型

環
境

都
市

に
い

が
た

」
～

地
域

が
育

む
豊

か
な

価
値

が
循

環
す

る
ま

ち
～

新
潟

市

環
境
モ
デ
ル
都
市
の
コ
ン
セ
プ
ト

都
心

と
郊

外
の

公
共

交
通

ア
ク

セ
ス

地
域

の
公

共
交

通

田
園

（
農

村
部

）
都

市
部

豊
か

な
価

値
の

循
環

「
人

」
・
「
食

・
文

化
」
・
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」

「
田

園
型

環
境

都
市

に
い

が
た

」
～

地
域

が
育

む
豊

か
な

価
値

が
循

環
す

る
ま

ち
～

調
和

あ
る

発
展

基
幹

公
共

交
通

軸
（

Ｂ
Ｒ

Ｔ
）

取り組みの方針基礎となるステージ

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー

シ
テ
ィ
の

構
築

田
園

環
境

の
保

全
・

持
続

可
能

な
利

用

低
炭

素
型

ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル

へ
の

転
換

低
炭

素
型

交
通

へ
の

転
換

「
多
様
な
価
値
」
の
循
環

田
園

都
市

農
産

物
農

産
加

工
品

農
村

景
観

農
産

品
開

発
肥

料

豊
か

で
健

康
的

な
食

生
活

文
化

観
賞

購
入

対
価

食
品

残
さ

新
潟

市

田
園

都
市

会
社

・
学

校
商

業
施

設

レ
ジ

ャ
ー

農
業

体
験

買
い

物

労
働

・
就

学
買

い
物

潤
い

・
癒

し
市

民
農

園
産

直
市

場田
園

都
市

バ
イ

オ
マ

ス
(生

産
/
加

工
)

エ
ネ

ル
ギ

ー
生

産

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費

購
入

対
価

「
人

」
の

循
環

「
食

・
文

化
」

の
循

環

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
循

環 「
田

園
型

環
境

都
市

に
い

が
た

」
～

地
域

が
育

む
豊

か
な

価
値

が
循

環
す

る
ま

ち
～

2



ふ
れ
あ
い
バ
ス

環
境

モ
デ
ル

都
市

の
取

組
（
御

嵩
町

）

・
概

要
：
人

口
約

1.
9万

人
、
総

面
積

56
㎢

・
中

山
道

の
宿

場
や

希
少

動
植

物
が

生
息

す
る
貴

重
な
自

然
環

境
を
有

す
る
里

山
の

町
・
温

室
効

果
ガ
ス
を

20
30

年
に

22
％

、
20

50
年

に
35

％
削

減
（
20

09
年

比
）

・
地

域
資

源
（
森

林
、
公

共
交

通
、
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等

）
を
活

か
し

た
低

炭
素

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
み

た
け
」
の

実
現

を
目

指
す
。

森
林
の
再
生

家
庭
で
の
削
減
活
動

「
公
共
交
通
の
再
生
」
と
「
次
世
代
自
動
車
へ
の
転
換
」

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト

○
森
林
経
営
信
託
方

式
に
よ
る

持
続
可
能
な
森
林
経

営

持
続
可
能
な

森
林
経

営
の

モ
デ
ル

と
し
て
、

信
託

先
の
可

茂
森

林
組
合

と
と
も
に

、
健

全
で
豊

か
な

森
づ
く

り
を
計
画

的
に

推
進
。

○
企
業
の
森
づ
く
り

企
業
と
の
協

定
に
よ

る
森

林
再
生

の
仕

組
み
。

森
林
の

恩
恵

を
受
け

る
企

業
を
中

心
に

社
会
貢

献
活

動
の
た
め

自
ら

水
源
林

整
備

に
取
り

組
む

。

○
町
民
参
加
に
よ
る

森
林
保
全

森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

水
土

里
隊
。

町
民

で
組
織

し
、

町
有
林
保

全
活

動
等
を

推
進

。

○
公

共
交

通
の

再
生

に
よ

る
Ｃ

Ｏ
2排

出
抑
制

大
手

民
鉄

(
名

古
屋

鉄
道

)
運

行
の

赤
字

路
線

(
広

見
線
)
を
地
域
ぐ

る
み
で

維
持

･
活

用
！

モ
ビ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に
よ

る
自

家
用
車

か
ら

公
共

交
通

へ
の

転
換

を
推

進
。

○
財
政
支
援
に
よ
る
鉄
道
存
続

○
バ
ス
に
よ
る
移
動
環
境
の
整
備

○
電
動
自
転
車
に
よ
る
移
動
環
境
の
整
備

○
EV

・
PH

V・
H

Vの
普

及
促

進

○
向
こ
う
三
軒
両
隣

節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ

中
山
道
沿
い
の
深
い
歴
史
に
育
ま
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
を
生
か
し
た
削
減
活
動

○
エ
コ
住
宅
の
普
及
促
進

○
地
元
農
産
物
直
販
所
の
設
置
と

地
産
地
消
運
動
の
促
進

○
家
庭
用
・
事
業
所
用
太
陽
光

発
電
の
普
及
促
進

全
国

初
の

災
害

時
地

域
支

え
合

い
（

電
力

融
通

）
共

助
条
件

付
き

補
助

制
度

【
森

林
経
営

モ
デ

ル
森
林
経
営
信
託
】

・
適

正
に
管

理
さ

れ
た
森
林
が
契
約
期
間
後
に
返
還
。

・
隣

接
す
る

民
有

林
の
集
約
化
に
よ
る
効
率
的
な
施
業
。

・
森

林
資

源
(間

伐
材
等

)の
有
効
利
用
。

・
治

山
・
治

水
機

能
が
高
ま
り
林
地
災
害
防
止
。

・
森

林
整
備

に
よ

り
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
量
が
増
大
。

・
町

の
歳
出

な
し

で
、
収
益
配
当
を
受
け
る
。

新
た
な
公
共
交
通
体
系
に

ふ
れ
あ
い
予
約
バ
ス

名
鉄
広
⾒
線

エ
コ
体
験
型
モ
デ
ル
観
光
施
設

「
御
嶽
宿
わ
い
わ
い
館
」

導
⼊
EV
公
⽤
⾞

太
陽
光
で
充
電
す
る
電
動
⾃
転
⾞

◆
太
陽
光

発
電

◆
太
陽
熱

利
用

◆
蓄
電
池

◆
貯
水
槽

◆
燃
料
電

池
町

指
定
避

難
所

（
中
核
避

難
所
）

◆
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明

◆
Ｌ
Ｐ
ガ

ス

バ
ル
ク

◆
木
質
バ

イ
オ

マ
ス
利
用

そ
の
他
町

指
定
避
難

所

町
内
福
祉

施
設
等

町
内
医
療

施
設
等

○
「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
」
の
推
進

亜
炭

鉱
廃

坑
集

中
地

域
に

お
け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

立
型

避
難
所

群
の
構

築
(庁

舎
等

へ
の
新
エ

ネ
導
入

と
省
エ

ネ
化

)

太
陽
光
発
電
量

予
測
マ
ッ
プ
公
開

3



１
－

１
．
環

境
モ
デ
ル

都
市
と
し
て
の

位
置
づ
け

１
－

３
．
削

減
目
標

等
１
－

２
．
現

状
分
析

１
－

４
．
地

域
の
活

力
の
創

出
等

3
.3

5.0

2.9
2.9

2
.8

2
.8

2.9

5
.1

4
.0

3
.4

3
.2

2
.8

3
.2

3
.1

2
.3

4
.6

4
.6

2.4
2.4

0 1 2 3 4 5 6

全国
札幌市

仙台市

千葉市

さいたま市

川崎市

横浜市

新潟市

静岡市

浜松市

名古屋市

京都市

大阪市

堺市
神戸市

岡山市

広島市

北九州市

福岡市

(ﾄﾝ-CO2/世帯）

神
戸

市
環

境
モ
デ
ル

都
市

提
案

書
（
様

式
２
）

•
「
神
戸
市
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
」
→
再
エ
ネ
導
入
目
標
を
設
定
（
2
0
2
0
年
度
に
1
0
％
）

•
家
庭
用
太
陽
光
発
電

→
国

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
導

入
実
績
（20

11年
度
末
約
8,0

00基
）

•
下

水
消

化
ガ
ス
を
活

用
し
た
「
こ
う
べ

バ
イ
オ
ガ
ス
事

業
」
→
日

本
初
の
都

市
ガ
ス
導

管
注

入

•
「
神

戸
ス
マ
ー
ト
都

市
づ
く
り
計

画
」
→

国
の

「
低

炭
素

都
市

づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
踏
ま
え
た

全
市

レ
ベ
ル

の
計

画
と
し
て
全
国
に
先
駆
け
て
策
定

•
家
庭
部
門
の
一
世
帯

あ
た
り
の

C
O

2 排
出

量
が

大
都
市

最
小
→

市
民
の
高
い
環

境
意

識

•
家

庭
部

門
の

一
世
帯
あ
た
り
C
O
2 排

出
量
（
20
08年

度
）

は
2
.3
ト
ン
-
C
O

2 /
世

帯
で
、
政
令
指
定
市
で
最
も
低
い

（
神

戸
市

調
べ

）
•
C
O

2 排
出

量
の

部
門

別
構
成
比
率
は
全
国
平
均
と
ほ
ぼ

同
じ
（
日

本
の
縮

図
と
い
え
る
都

市
構

造
）

•
温

室
効

果
ガ
ス
排

出
量

（
2
0
1
0
年

度
）
：

1
0
,35

9千
ト
ン
－
C
O

2

•
総

量
は
減

少
傾

向
で
推
移

•
家

庭
・
業

務
・
廃

棄
物
部

門
で
増

加

•
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の

実
現

、
分

散
型

エ
ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
等

に
よ
る
温

室
効

果
ガ
ス
の

大
幅

な
排

出
削

減
は

、
「
環

境
価

値
」
を
高

め
る
と
同

時
に
、
市

民
の

健
康

増
進

な
ど
「
社

会
的

価
値

」
と
、
経
済
の

活
性
化
、
社
会
保
険
料
の
抑
制

な
ど
「
経

済
的

価
値

」
の

創
造

に
つ
な
が

る
。

◆
温

室
効

果
ガ
ス
排

出
実
態

◆
神
戸
の
特
長

環
境
モ
デ
ル
都
市

に
よ
る
市

民
生
活

の
総
合

的
な

質
の
向
上

神
戸
の
特
長

•
日
本
の
縮
図
と
言
え
る
多
様
な
地
域
特
性

－
田

園
・
森

林
・
市

街
地

・
み

な
と

•
麓

か
ら
臨

海
部

に
広

が
る
市

街
地

に
人

口
の

約
7
割

に
あ
た
る
1
0
0

万
人

が
居

住
す
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
都

市
構

造
•
課

題
：
少

子
高

齢
化

の
進

展
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

利
用

拡
大

神
戸

市
環

境
未

来
都

市
構

想
（
2
0
1
1
年

９
月

）

•
健

全
な
都

市
環

境
と
災

害
に
強

い
都

市
基

盤
の

も
と
で

市
民

が
健

康
に
暮

ら
せ

る
、
人

間
中

心
の
住

み
つ
づ
け

た
い
魅

力
あ
ふ

れ
る
都

市
の

実
現

を
め
ざ
す
。

•
「
環

境
」
「
超

高
齢

化
対

応
」
「
防

災
・
震

災
復

興
」
「
知

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
国

際
化
」
の

４
分

野
の

取
組

み
を
総

合
的
に
推
進
。

基
幹
的
取
組
み

神
戸
市
環
境
モ
デ
ル
都

市
提
案

•
都
市
空
間
そ
の
も
の
を
低
炭
素
型
へ
と
変
革
し
、
温

室
効

果
ガ
ス
の

大
幅

な
排

出
削

減
を
め
ざ
す
。

•
多

様
な
地

域
特

性
や

コ
ン
パ

ク
ト
な
都

市
構

造
、
六

甲
山
の
豊
か
な
緑
な
ど
の

神
戸
の

も
つ
強

み
・
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル

を
活

か
し
た
、
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
「
土

地
利

用
」
「
都

市
交

通
」
「
水

と
み

ど
り
」
の
４
つ
の
分

野
の
統

合
ア
プ

ロ
ー
チ
で
「
低

炭
素

都
市

」
を
実

現

総
合

的
な
都

市
の
質

を
高

め
、
市

民
が
住

み
つ
づ
け
た
い
魅

力
あ
ふ

れ
る
「
環

境
未

来
都

市
」
を
実

現

Ｃ
Ｏ

2 の
大

幅
な
削

減
空

気
の
清

浄
化

騒
音

の
減

少
生

物
多

様
性

の
保

全
森

の
防

災
機

能
の
向

上

環
境
価
値・
産
業
振
興
、
雇
用
増
大

・
観

光
客

の
増

加
・
医
療
費
な
ど
社
会
保
障
費
の
抑
制

・
コ
ン
パ
ク
ト
な
都

市
空

間
形

成
に
よ

る
公
共
投
資
効
率
ア
ッ
プ

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上

・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化

・
健

康
増

進
・
生

活
利

便
性

の
向

上
・
超

高
齢

化
社

会
へ
の
対

応

経
済
的
価
値

社
会
的
価
値

３
つ
の
価

値
の
創
造

一
世
帯
あ
た
り
の
家
庭
部
門
の
Ｃ
Ｏ

２ 排
出

量

◆
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

～
先
進
性
と
市
民
力
～

•
国

に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
等

の
施

策
に
加

え
、
神
戸

市
独

自
の

取
組
み
に
よ
る
削

減
効

果
を
上
積

み
し
て
、
大

幅
な
削
減

目
標

を
達
成
。

•
わ
が
国
の
縮
図
と
言
え
る
地
域
特
性
を
持
つ
神
戸
の
成
功
事
例
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
へ
と
普
及
展
開
し
、
国
の
目
標
達
成
に
貢
献
。

分
野

取
組

方
針

主
な
取

組
み

①
エ
ネ
ル
ギ
ー

ク
リ
ー
ン
な
創
エ
ネ

・
こ
う
べ
バ
イ
オ
ガ
ス
事
業
の
さ
ら
な
る
展
開
～

K
O

B
E
グ
リ
ー
ン
・
ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

・
市

の
公

有
財

産
（
土

地
等

）
を
最

大
限

活
用

し
た
太

陽
光

発
電

の
導

入
（
創

エ
ネ
）
促

進

ス
マ
ー
ト
な
省
エ
ネ

・
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
構

想

・
創
エ
ネ
で
生
み
だ
し
た
資
金
を
活
用
し
た
、
市
民
の
省
エ
ネ
生
活
等
促
進

②
土
地
利
用

都
市
機
能
が
ま
と
ま
っ
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
土
地
利
用

・
モ
デ
ル

街
区

に
お
け
る
面

的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
利

用
の

検
討

・
都

心
域

・
地

域
拠

点
等

に
お
け
る
都

市
機

能
の

集
積

③
都
市
交
通

人
と
環

境
に
や

さ
し
い
交

通
環
境

・
超

小
型

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
活

用
し
た
新

た
な
交

通
環

境
整

備

・
都
心
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
回
遊
性
向
上
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り

・
内
航
フ
ィ
ー
ダ
ー
等
に
よ
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

④
水
と
み
ど
り

豊
か

な
自

然
環

境
と
市

街
地

を
つ
な
ぐ
水

と
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
「
六
甲
山
森
林
整
備
戦
略
」
に
基
づ
く
森
林
整
備
の
た
め
の
戦
略
的
ゾ
ー
ン
の
設
定
と
特
性
に

応
じ
た
森

林
整

備
の

推
進

・
河
川
沿
い
緑
地
の
整
備
等
に
よ
る
「
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形
成

市
民

・
事

業
者

・
行

政
の

連
携
に
よ
る
推
進

体
制
、
取
組

み
を
継
続

的
に
支

援
す
る
仕
組

み

目標達成のための取組み◆
推

進
体

制
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

個
別

目
標

①
省

エ
ネ

家
庭
部
門

一
世

帯
あ
た
り
の

C
O

2 排
出

量
を
国

内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

に

産
業
部
門

生
産

額
あ
た
り
の

C
O

2 排
出

量
を
国

内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

に

②
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
域
の
電
力
消
費
の

30
％
を
地
域
の
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

（
再
エ
ネ

15%
＋

コ
ジ
ェ
ネ
等

15%
）

③
創

エ
ネ

2050
年
に
市
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

100
％

を
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
で

①
2
0
3
0
年
：基

準
年
度
比
3
0
％
削
減

②
2
0
5
0
年
：基

準
年
度
比
8
0
％
削
減

※
基
準
年
度
：1

9
9
0
年

度

◆
Ｃ
Ｏ

２ 削
減

目
標

0

1,0
0
0

2,0
0
0

3,0
0
0

4,0
0
0

5,0
0
0

6,0
0
0基

準
年

度
(1
9
9
0年

度
)

1
99
5
年
度

2
0
0
0年

度
2
0
0
5年

度
2
01
0
年
度

千
ﾄﾝ

産
業

部
門

業
務

部
門

家
庭

部
門

運
輸

部
門

廃
棄

物
部

門

4,3
25

（▲
1
4.2

%）

2
6
9（

+3
7.2

%）

1,9
80

（▲
1
9.1

%）
1,8

04
（+

39
.3%

）
1,5

69
（+

18
.5%

）

神
戸
市
の
Ｃ
Ｏ

２ 排
出
量
推
移

ご
み

発
電

1
.5
億
k
W
h

太
陽

光
0
.4
3
億
k
W
h

小
水

力
・
風

力
・
バ

イ
オ
マ
ス

0
.0
7
億
k
W
h

再
エ
ネ
に
よ
る
発
電
状
況
（2

0
1
1
年
度
）

（全
市
電
力
消
費
量
の
2
%
に
相
当
）

2
億

kW
h

0

10,000

基
準

年
2012

2013
2020

2030
2050

（
年

度
）

（千ｔ-ＣＯ2）

排
出

量
[施

策
ベ

ー
ス

実
績

]
排

出
量

[エ
ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
ベ

ー
ス

実
績

]
排

出
量

[目
標

]
排

出
量

[BAU]

目
標

B
A
U

環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
協
議

会

学
識

経
験
者

（
）

産
業

（
地
元
産
業
）

市
民
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ

神
戸
市

地
球
環
境

市
民
会
議

（
市
民
に
よ
る

活
動
展
開
）

神
戸

市
庁

内
体

制
（
部

署
間

横
断

組
織

）

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
新
た
な
仕
組
み

①
推
進
体
制

•
市
民
・
事
業
者
・
市
が
一
体
と
な
っ
た
推
進

体
制
（
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
協
議
会
）

の
構
築
。

②
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

•
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
取
組
み
の

着
実
な
推
進
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
。

•
環
境
価
値
に
加
え
、
社
会
的
価
値
、

経
済

的
価

値
も
評

価
（
C
A
S
B
E
E
都

市
等
の
活
用
）
。

③
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
新

た
な
仕

組
み

•
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
ベ
ー
ス
（
環
境
省
方
式
）

と
施

策
の

実
施

状
況

ベ
ー
ス
の

C
O

2 排
出
量

を
算

定
・
比

較
し
、
排

出
量

算
定

モ
デ
ル

の
精

度
を
向
上
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
検
討
。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ｏ

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

Ａ
Ｃ
Ｔ
ＩＯ
Ｎ

３
つ
の
価
値
の
創
造

エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
ベ
ー
ス

施
策

ベ
ー
ス

比
較

・
検

証

神
戸

の
先

進
性

神
戸

の
市

民
力

わが国の

先導モデル

産
業

4
3
％

業
務

1
8
％

家
庭

1
6
％

運
輸

2
0
％

廃
棄

物
3
％

産
業

4
7
％

業
務

1
8
％

家
庭

1
4
％

運
輸

1
9
％

廃
棄

物
2
％

神
戸

市
の
部

門
別

Ｃ
Ｏ

２ 排
出

量

全
国

の
部

門
別

Ｃ
Ｏ

２ 排
出

量

4



神
戸

市
環

境
モ
デ
ル

都
市

提
案

の
コ
ン
セ
プ
ト


「
六
甲
山
森
林
整
備
戦
略
」
に
基
づ
く
森
林

整
備
の
た
め
の
戦
略
的
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
特

性
に
応
じ
た
森
林
整
備
の
推
進
。


河
川
沿
い
緑
地
の
整
備
等
に
よ
る
「
水
と
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形
成
。

神
戸

市
環

境
モ
デ
ル

都
市

提
案

書
（
様

式
２
）


モ
デ
ル
街
区
に
お
け
る
省
エ
ネ
及
び
面
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
利

用
の

検
討

。


都
心
核
・
地
域
拠
点
等
に
お
け
る
都
市
機
能
の
集
積
。


超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
活
用
し
た
新
た
な
交
通
手
段
の

導
入
。


都
心
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
回
遊
性
向
上
に
向
け
た

仕
組

み
づ
く
り
。


内
航
フ
ィ
ー
ダ
ー
等
に
よ
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
。

土
地

利
用

土
地

利
用

都
市

交
通

都
市

交
通

人
と
環
境
に
や
さ
し
い

交
通
体
系
の
実
現

多
様

な
都

市
機

能
が
ま
と
ま
っ
た

「
コ
ン
パ
ク
ト
な
土

地
利

用
」
の
誘

導
エ
ネ
ル
ギ

ー
エ
ネ
ル
ギ

ー
「ク

リ
ー
ン
な
創
エ
ネ
」
と
「
ス
マ
ー
ト
な

省
エ
ネ
」
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略

•
市

の
公

有
財

産
（
土

地
等

）
を
最

大
限

活
用

し
、
太

陽
光

発
電

の
導

入
（
創

エ
ネ
）
を
促

進
。

•
創

エ
ネ
で
生

み
だ
し
た
資

金
を
活

用
し
、
市

民
の

省
エ
ネ
生

活
を
促

進
。

水
と

み
ど
り

水
と

み
ど
り

豊
か
な
自
然
環
境
と
市
街

地
と
を
つ
な
ぐ
「
水

と
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形

成

•
下

水
処

理
過

程
で
発

生
す
る
バ

イ
オ
ガ
ス
を
高

度
精

製
し
、

自
動

車
燃

料
・
日

本
初

の
都

市
ガ
ス
供

給
等

で
活

用
。

•
さ
ら
に
、
下
水
道
に
好
適

な
、
神

戸
の
特

徴
的

な
地

域
バ
イ

オ
マ
ス
で
バ

イ
オ
ガ
ス
増

量
等

を
め
ざ
す
「
K

O
B

E
グ
リ
ー

ン
・
ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推

進
。

•
既

存
の

電
力

系
統

網
と
通

信
網

を
活

用
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使

用
の

平
準

化
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
め
ざ
す
「
地

域
エ
ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
構

築
。

•
さ
ら
に
、
災

害
時

対
応

と
し
て
、
次

期
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

発
電

や
港

湾
倉

庫
屋

根
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
等

の
地

域
の

分
散

型
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活

用
し
、
多

重
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
検

討
。

神
戸

市
環

境
モ
デ
ル

都
市

提
案

の
イ
メ
ー
ジ

温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
な
排
出
削
減
を
達
成
す
る
と
同
時
に
、
低
炭
素
型

の
都
市
づ
く
り
を
、
地
域
防
災
力
の
強
化
や
市
民
の
健
康
・
福

祉
、

生
活
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
、
持
続
可
能
な
未
来
型
の
都
市
の
創
出

太
陽
光
発

電

下
水
バ
イ
オ
ガ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

新
た
な
回
遊
拠
点
の
創
出 回
遊
性
を
高
め
る

公
共
交
通

周
辺
駐
車
場
と

公
共
交
通
の
連
携

付
置
義
務
駐
車
場
の
見
直
し

超
小

型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活

用
【
参

考
資

料
14

】

都
心
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の

回
遊

性
向

上

六
甲

山
森

林
整

備
戦

略
に
基

づ
く

戦
略

的
ゾ
ー
ニ
ン
グ
【
参

考
資

料
15

】
河

川
沿

い
緑

地
の
整

備

京
速
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「京

」
京

速
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「京

」

医
療

産
業
都

市
医
療

産
業
都

市
電

力
電

力

各
施

設
へ

の
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

・
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
導

入

各
施

設
へ
の

ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー

・
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
導
入

電
力

電
力

災
害

時
電

力
・熱

運
搬

災
害

時

電
力
・
熱

運
搬

災
害

時
電

力
運
搬

災
害
時

電
力

運
搬

医
療

機
関

等
医

療
機
関

等
のの

電
力

供
給

確
保

電
力

供
給

確
保

次
期

次
期

ク
リ
ー

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

の
発
電

・廃
熱

の
発

電
・
廃
熱

（
約

（
約

1
4
.5
M
W

1
4
.5
M
W
規

模
）

規
模

）

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
型

Ｅ
Ｖ
パ
ッ
カ
ー
車

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
型

Ｅ
Ｖ
パ
ッ
カ
ー
車

蓄
電

・
蓄
熱

コ
ン
テ
ナ

蓄
電

・
蓄
熱

コ
ン
テ
ナ

蓄
電

コ
ン
テ
ナ

蓄
電

コ
ン
テ
ナ

未
利

用
エ
ネ
ル

未
利

用
エ
ネ
ル

ギ
ー
（熱

等
ギ
ー
（熱

等
））

既
存
電

力
系

統
網

・
通

信
網
の
活

用

地
域

Ｅ
Ｍ
Ｓ

地
域

Ｅ
Ｍ
Ｓ

港
湾
倉

庫
屋

根
を

港
湾

倉
庫

屋
根
を

活
用
し
た
太
陽

光
発
電

活
用

し
た
太
陽

光
発

電
（ポ

テ
ン
シ
ャ
ル

（ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
3
0
M
W

3
0
M
W
））

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
【
参
考

資
料

11
】

こ
う
べ

バ
イ
オ
ガ
ス
事

業
【参

考
資

料
９
】

市
の
公

有
財

産
を
活

用
し
た
太

陽
光
発

電
導
入

促
進
と

市
民
の
省
エ
ネ
促
進
【
参
考
資
料

10
】

モ
デ
ル
街

区
に
お
け
る
省

エ
ネ

及
び
面
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
検

討
【
参

考
資
料

13
】

都
心

核
・
地

域
拠

点
等

に
お
け
る

都
市

機
能

の
集

積

都
市

ガ
ス

自
動

車
燃

料

都
市

ガ
ス

化
設

備

－
K
O
B
E
グ
リ
ー
ン
･ス

イ
ー
ツ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
－

食
品
系

バ
イ
オ
マ
ス

受
入
設

備

こ
う
べ

グ
リ
ー

ン
バ

イ
オ

こ
う
べ

ス
イ
ー
ツ
バ

イ
オ

木
質

系
バ

イ
オ
マ
ス

汚
泥
混

合
設

備

受
入
設

備

ガ
ス
回

収
・
ガ
ス
精

製
･貯

留
設

備

汚
泥

混
合

設
備

下
水

道
に
好

適
な
バ

イ
オ
マ
ス
の
活

用

国
土
交
通
省

委
託

研
究

下
水
道

革
新

的
技

術
実

証
事

業
（2

0
1
1
年
度

～
）

下
水

処
理

施
設
か

ら
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
供

給
拡

大

2
,0
0
0
世

帯
相

当
11

t/日
4t

/日

都
市

ガ
ス

供
給
量

増
加

2
,0
0
0
世

帯
→

5
,0
0
0
世

帯

都
市

ガ
ス

供
給
量

増
加

2
,0
0
0
世

帯
→

5
,0
0
0
世

帯

技
術

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

し
て
国

内
外
に
展
開

技
術

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

技
術

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

し
て
国
内

外
に
展

開
し
て
国

内
外

に
展

開
愛
称

「
こ
う
べ
バ
イ
オ
ガ
ス
」

市
民

の
暮
ら
し
ぶ
り
を
変
え
る
省

エ
ネ
施

策
の
推

進
市

民
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
変

え
る
省

エ
ネ
施

策
の
推

進

市
が
率
先

し
て
取
り
組

む
再

生
可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導

入
促
進

市
が
率

先
し
て
取

り
組
む
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

促
進 民

間
建

築
物

等

発
電

事
業

者

情
報
提

供
情

報
提
供

土
地

・建
物

貸
出

し

土
地

・建
物

貸
出

し

事
業

収
益

の
一

部

事
業

収
益

の
一

部

市
民

市
民

参
加

市
民

参
加

市
民

還
元

市
民
還

元

公
共
施

設
・

庁
舎
等

廃
棄
物

埋
立

処
分

場
跡
地

外
郭

団
体

建
築
物

民
間

建
築
物

創
エ
ネ
の
し
く
み
づ
く
り

創
エ
ネ
の
し
く
み
づ
く
り

創
エ
ネ

な
ど

市
民

の
省

エ
ネ
行

動
の
促
進

市
民

の
省
エ
ネ
行

動
の
促
進

市
の

公
有

財
産

こ
う
べ
Ｃ
Ｏ
２
バ
ン
ク

省
エ

ネ
・

節
電

に
よ

る
Ｃ

Ｏ
２
削

減
の

ク
レ

ジ
ッ

ト
化

省
エ
ネ

省
エ
ネ
施

策
に
活

用
省

エ
ネ
施

策
に
活

用

省
エ
ネ
・節

電
施

策
に

活
用

省
エ
ネ
・節

電
施

策
に

活
用

省
エ
ネ
機

器
の
設

置
補

助
省

エ
ネ
行
動

へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

2
0
1
2
年
1
0
月

２
件

公
募

開
始

2
0
1
2
年

1
0
月

２
件
公

募
開
始

・
廃

棄
物

埋
立
処

分
場
跡

地
（
約

1
.8
ha

）
・
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
航

空
貨

物
上

屋
（約

2
.4
ha
）

（
と
も
に
1
M
W
以

上
を
想

定
）

他
の
物

件
も
順

次
公

募
予

定

・
廃

棄
物

埋
立

処
分

場
跡

地
（
約

1
.8
ha

）
・
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
航

空
貨

物
上
屋
（
約
2
.4
ha
）

（
と
も
に
1
M
W
以

上
を
想

定
）

他
の
物

件
も
順

次
公

募
予

定

1
,1
0
7

1
,0
3
6

1
,0
7
4

7
7
1

0

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
,0
0
0

1
,2
0
0

基
準

年
次

（
1
9
9
0
年

度
）

現
状

（2
0
1
0年

度
）

中
期

目
標

（
2
0
3
0
年

B
A
U
）

中
期

目
標

（
2
0
3
0
年

施
策

後
）

51432

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

全 国 レ ベ ル の 施 策

C
O
2
排

出
量

の
中

期
削

減
目

標
を
達

成
（
基

準
年

度
比

▲
3
0
％

）

▲
3
0
3
万

t-
C
O
2
削

減
C O 2 排 出 量

万
ｔ-
C
O
2

神 戸 市 の

重 点
施 策

旧
居
留

地
地
区

（約
２
２
ｈ
ａ
）

稼 働 率 

規
格

出
力
（

高
効

率
・

低
コ
ス

ト
）

複
数

の
施
設

で
熱

融
通

 
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用

化
石

燃
料

消
費

削
減

Ｃ
Ｏ
２
削
減

大
気

汚
染

防
止

エ
ネ
ル
ギ
ー
再
生

汚
泥

減
量

化

水
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用都
市
ガ
ス
化

設
備

生
活
（
人
々
の
く
ら
し
）

排
水

バ
イ
オ

天
然
ガ
ス

（
メ
タ
ン
９
８
％
）

バ
イ
オ
天
然

ガ
ス
化
設
備

水
処

理
施

設

汚
水

消
化
ガ
ス

5



環
境

モ
デ

ル
都

市
の

取
組

（
尼

崎
市

）

・
概

要
：
人

口
約

45
万

人
、

総
面

積
50

㎢
・
コ

ン
パ

ク
ト

な
市

域
に

産
業

機
能

・
都

市
機

能
が

集
積

・
公

害
克

服
の

歴
史

に
培

わ
れ

た
企

業
・
市

民
の

高
い

環
境

意
識

・
温

室
効

果
ガ

ス
を

2030
年

に
30

％
、2050

年
に

80
％

削
減

（1990
年

比
）

・
高

い
技

術
力

・
生

産
力

を
活

か
し

、
経

済
成

長
と

低
炭

素
化

が
両

立
す

る
新

し
い

「
産

業
都

市
の

発
展

モ
デ

ル
」
を

国
内

外
に

示
す

。

⇒
 グ

リ
ー

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
「
も

の
づ

く
り

」
の

グ
リ

ー
ン

化
⇒

 物
流

の
エ

コ
化

に
よ

る
「
グ

リ
ー

ン
・
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

」
の

推
進

高
い

技
術

力
・
生

産
力

を
活

か
し

た

①
経
済
成
長
と
C
O

２
削
減
の
両
立

・
新

技
術

・
新

製
品

創
出

支
援

・
金

融
支

援
・
起

業
支

援

○
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
導

入
促

進

○
省

エ
ネ

診
断

・
設

備
導

入
促

進

○
あ

ま
が

さ
き

エ
コ

プ
ロ

ダ
ク

ツ
グ

ラ
ン

プ
リ

○
環

境
配

慮
型

物
流

拠
点

と
の

連
携

○
エ

コ
ト

ラ
ッ

ク
導

入
補

助

コ
ン

パ
ク

ト
な

市
域

・
機

能
集

積
を

活
か

し
た

②
環
境
に
優
し
い
快
適
な
都
市
生
活
の
実
現

⇒
 公

共
交

通
機

関
、

次
世

代
エ

コ
カ

ー
や

カ
ー

シ
ェ

ア
、

自
転

車
等

を
連

携
さ

せ
た

モ
ビ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

促
進

⇒
 建

物
の

長
寿

命
化

・
低

炭
素

化
、

ス
マ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
構

築

○
自

転
車

レ
ー

ン
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化

○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
サ

イ
ク

ル
の

促
進

○
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
の

導
入

○
E
V

充
電

器
の

普
及

○
創

エ
ネ

ル
ギ

ー
機

器
の

導
入

促
進

○
新

築
・
既

築
建

物
の

省
エ

ネ
化

・
長

寿
命

化
促

進
、

環
境

配
慮

型
集

合
住

宅
の

普
及

促
進

⇒
 市

民
生

活
や

経
済

活
動

に
お

け
る

環
境

意
識

を
向

上
⇒

 市
民

・
企

業
と

協
働

で
自

立
分

散
型

電
源

の
設

置
促

進

市
民

や
企

業
の

高
い

協
働

意
識

を
活

か
し

た

③
協
働
に
よ
る
「
E
C
O
未
来
都
市
」
の
実
現

○
小

規
模

産
業

用
太

陽
光

発
電

設
備

の
導

入
促

進
（
災

害
時

に
は

市
内

に
電

力
供

給
）

○
太

陽
光

発
電

等
の

公
共

施
設

へ
の

導
入

と
、

こ
れ

に
よ

る
市

民
・
事

業
者

へ
の

普
及

啓
発

○
1
0
 M

W
級

メ
ガ

ソ
ー

ラ
ー

の
設

置
（
(財

)ひ
ょ

う
ご

環
境

創
造

協
会

）

○
市

民
・
企

業
主

体
の

環
境

保
全

活
動

と
の

連
携

（
尼

崎
2
1
世

紀
の

森
・
運

河
再

生
・
自

然
と

文
化

の
森

・
事

業
系

古
紙

再
生

事
業

等
）

○
市

民
・
事

業
者

・
行

政
が

協
働

で
運

営
す

る
街

中
キ

ャ
ン

パ
ス

環
境

啓
発

事
業

「
あ

ま
が

さ
き

環
境

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

」

○
工

場
緑

化
協

定
に

よ
る

都
市

緑
化

E
C
O
未

来
都

市
・
尼

崎
宣

言

産
業

界
と

の
連

携

産
業
活
動

の
あ

ら
ゆ

る
場

面
で
先
駆
的

な
環
境

・
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術

を
活

用
・

導
入

す
る

な
ど
独

創
的
な

新
し
い
も

の
づ

く
り
の

ス
タ

イ
ル

を
創

出
し
、
産
業

の
活
性

化
を
図
る

【
宣
言
６

団
体

】
商

工
会

議
所

・
経
営

者
協
会

・
工
業
会

・
地

域
産
業

活
性

化
機

構
・

尼
崎

信
用
金

庫
・
尼

崎
市

尼
崎

版
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

「
E
C
O
未
来
都
市
」
実
現

に
向
け
た
政
策
エ
ン
ジ
ン

経
済

環
境

局
の

設
置

政
策

パ
ッ

ケ
ー

ジ
に

よ
っ

て
経

済
循

環
の

3
つ

の
歯

車
に

働
き

か
け

、

環
境

と
産

業
の

共
生

及
び

地
域

経
済

の
好

循
環

を
図

る6




村

民
・
役
場

・
森
林
組
合
の
三
者
協
働
に
よ
る
森
林
保

全
と
、
西

粟
倉

産
材
の
高
付

加
価
値

化
や
体

験
ツ
ア
ー

受
け
入

れ
等

の
交

流
促

進
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
百

年
の
森

林
事
業

を
継

続
。


村
内
の
私
有
林
3
,5
8
0
h
aの

う
ち
3
0
0
0
h
aを

百
年
の
森

林
事
業
に
よ
る
保
全
対
象
と
す
る
。
間
伐
を
中
心
と
し
た

施
業
を
継
続
し
、
森
林
の
成
長
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
安
定
的
な
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
を
図
る
。


フ
ォ
レ
ス
ト
ッ
ク
認
定
制
度
を
通
じ
て
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
の
機

会
を
拡

大
。

「
百

年
の

森
林

構
想

」
の

モ
デ
ル

林
。
樹

齢
10
0年

以
上

。


現

在
、
改
修
に
向

け
た
取

組
を
進

め
て
い
る
村

営
小
水

力
発

電
所
を
軸

と
し
て
、
こ
の
地

域
に
お

け
る
低

炭
素

社
会

に
相

応
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
構

築
を
図

る
。


マ
イ
ク
ロ
小

水
力

発
電

施
設
の
設
置

、
太

陽
光
発

電
パ
ネ

ル
の
設

置
に
向
け
た
検

討
を
行

う
と
と
も
に
、
公

用
車
に
お

け
る
電
気
自
動
車
の
継
続
的
な
導
入
及
び
電
気
自
動
車

向
け
急
速
充
電
器
の
設
置
を
進
め
る
。
な
お
、
急
速
充
電

器
は
村
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
か
ら
の

電
力

供
給

を
行

う
。


あ
わ
せ
て
、
村
民
協
働
で
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
作
り

に
向

け
た
検

討
を
行

う
。


我

が
国

の
中

山
間

地
域
に
お
け
る
低

炭
素

社
会

の
あ
り
方

を
、
国

民
に
広

く
理

解
で
き
る
地

域
作
り
を
展

開
。


従

来
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ッ
ク
認

定
制

度
を
軸

と
し
た
カ
ー

ボ
ン
オ

フ
セ
ッ
ト
を
活
用
し
、
低
炭
素
社
会
構
築
に
向
け
た
自
治

体
・
企

業
と
の
連

携
を
拡

大
。


西
粟
倉
村
を
訪
れ
る
観
光
客

・
視
察
を
対
象
と
し
た
低
炭
素

社
会

に
相

応
し
い
観
光

メ
ニ
ュ
ー
を
開

発
。

企
業

視
察

等
も
含

め
た
観

光
メ
ニ
ュ
ー
の

展
開

。
都

市
と

の
交

流
（
東

京
都

港
区

の
CO
2固

定
認

証
制

度
取

得
時

の
模

様
）

中
山

間
地

低
炭

素
モ
デ
ル

地
域

に
向

け
た
今

後
の

取
組

み

環
境
モ
デ
ル
都
市
の
取
組
（
西
粟
倉

村
）

百
年

の
森

林
事

業
を
通

じ
た
温

室
効

果
ガ
ス
の

吸
収

量
拡

大

再
生

可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
・
電

気
自

動
車

導
入

等
に
よ
る

低
炭

素
モ
デ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

構
築

「
上

質
な
田

舎
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
都

市
住

民
・
企

業
と
の

交
流

に
よ
る
低

炭
素

社
会

に
向

け
た
意

識
涵

養

・
長

期
施

業
委

託
に
よ
る
森

林
整

備
の

継
続

・
私
有
林
の
団
地
化
推
進
員
制
度
の
導
入

・
木
材
流
通
の
改
良

・
西

粟
倉

産
材

に
よ
る
住

宅
の

普
及

、
公

共
施

設
の

建
設
検
討

・
IT

C「
百

年
の

森
林

創
造

情
報

ｼｽ
ﾃﾑ

」
機

能
拡

張

・
概

要
：
人

口
約

１
，
５
７
０
人

、
総

面
積

５
７
．
９
３
㎢

・
村

面
積

約
9
5
%
を

占
め

る
森

林
の

保
全

と
活

用
を

両
立

さ
せ

、
美

し
い

「
上

質
な

田
舎

」
の

構
築

を
目

指
す

。
・
温

室
効

果
ガ
ス
を

20
30

年
に

25
％

、
20

50
年

に
40

％
削

減
（
20

11
年

比
）
。

・
小

水
力

発
電

を
は

じ
め

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

、
森

林
を

軸
と

し
た

都
市

・
企

業
と

の
交

流
を

通
じ

て
、

「
百

年
の

森
林

構
想

」
の

ビ
ジ

ョ
ン

で
あ

る
「

限
り

あ
る

自
然

の
恵

み
を

大
切

な
人

た
ち

と
分

か
ち

合
う

上
質

な
田

舎
」

作
り

を
通

じ
て

低
炭

素
モ

デ
ル

地
域

の
創

造
を

目
指

す
。

・
小

水
力

・
マ
イ
ク
ロ
水

力
に
よ
る
発

電
施

設
導

入
・

村
内

木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用

・
村
内
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
施
設
導
入

・
電
気
自
動
車
を
活
用
し
た
業
務
移
動
・
公
共
交
通
低

炭
素
化

・
フ
ォ
レ
ス
ト
ッ
ク
認
定
制
度

の
対
象
森
林
拡
大

・
体

験
型

観
光

拡
大

に
よ
る

都
市

住
民

と
の

交
流

促
進

５
年

以
内

に
具

体
化

予
定
の

主
な
取

組
み

西
粟

倉
村

の
地

域
資

源
を
都

に
市

提
供

す
る
専

門
商

社
の
設
立
（
廃
校
を
利
用
）
、
交
流
ツ
ア
ー
の
実
施
。

7



四
国

・
松

山
市

松
山

は
、
太

陽
の
光

に
恵

ま
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
。

こ
の
地

域
特

性
を
活

か
し

“温
泉
と
文
化
、
そ
して

環
境
と
経
済
が
調
和

す
る

持
続
可
能
な
低
炭
素
社
会
”の

構
築
に
よ
っ
て

「
環

境
モ
デ
ル
都

市
」
を
目

指
しま

す

松
山

市
の

位
置

と
市

勢

面
積

・
人

口
・
世

帯
数

（2013.4.1
）

・
4
2
9
.
0
6
平

方
キ

ロ
・

5
1
4
,
5
5
9
人

・
2
2
7
,
6
6
9
世

帯

気
候温
暖
で
降
雨
・
積
雪
や
自
然
災
害
の
少
な
い

瀬
戸
内
海
式
気
候

・
年

平
均

気
温

：
1
6
.
5
度

・
年

間
日

照
時

間
：

2
,
0
0
0
時

間
以

上

松
山

市
は

、
瀬

戸
内

海
に
面

し
、
四

国
の

北
西

、
愛

媛
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
。
北
東
部
に
は
、
高
縄
山
系
、

東
部
に
は
石
鎚
山
系
が
連
な
り
、
こ
の
両
山
の
間
に
、

石
手
川
、
重
信
川
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地

で
あ
る
松
山
平
野
が
広
が
っ
て
い
る
。
平
成
2
4
年
4
月
時

点
で
約
5
1
万
3
千
人
の
四
国
最
大
の
都
市
で
あ
る
。

環
境

か
ら
み

た
ま
ち
づ
く
り

◆
歩

い
て
暮

ら
せ

る
ま
ち

【
都

市
機

能
の

集
中

と
路

面
電

車
や

自
転

車
の

利
用

促
進

】

⇒
自

動
車

か
ら
の

C
O
2
排

出
量

（
一

人
当

た
り
1
.3
8
t
）は

地
方

都
市

平
均

を
大

き
く
下

回
る

◆
節

水

【
節

水
型

機
器

や
雨

水
利

用
設

備
の

導
入

と
節

水
意

識
の

啓
発

】

⇒
1
人

一
日

当
た
り
の

水
の

使
用

量
（
2
9
3
ℓ）
は

中
核

市
の

中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

◆
ご
み

の
減

量

【
３
R
（
R
e
du
c
e
:発

生
抑

制
、
R
e
u
se
:再

利
用

、
R
e
c
yc
le
:再

生
利

用
）
の

推
進

】

⇒
5
0
万

人
以

上
の

都
市

で
１
人

１
日

あ
た
り
の

ゴ
ミ
排

出
量

（
8
2
8
.7
ｇ
）
は

6
年

連
続

最
少

◆
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

【
松
山
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
】

⇒
企

業
・
大

学
・N

PO
・
行

政
等

が
連

携
。
平

成
25

年
4
月

13
日

現
在

196
団

体
が

加
入

◆
太

陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

活
用

【
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
活
用
】
平
成

25
年

3
月

末
：7,730

件
、31,35

Ｍ
W

⇒
世

帯
普

及
率

（
平

成
24

年
度

末
：3.4

％
）
は

国
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

・
概

要
：
人

口
約

52
万

人
、
総

面
積

429
㎢

・
温

暖
で
日

照
時

間
の

長
い
気

候
特

性
を
活

か
し

「
松

山
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推

進
中

・
温

室
効

果
ガ
ス
を

2020
年
に

18
％

、2050
年
に

60
～

80
％

削
減

（1990
年

比
）

環
境

と
経

済
の

両
立

を
目

指
し
て

「
誇

れ
る
環

境
モ
デ
ル

都
市

ま
つ
や

ま
」

環
境

モ
デ
ル

都
市

の
取

組
み

（
松

山
市

）

松
山

サ
ン

シ
ャ

イ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進

ス
マ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
推

進

歩
い

て
楽

し
い

コ
ン

パ
ク

ト
シ

テ
ィ

の
推

進

地
域

循
環

シ
ス

テ
ム

の
推

進

脱
温

暖
化

・
産
業

創
出

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

導
入

促
進

エ
ネ
ル

ギ
ー
の

有
効
・
効

率
的

利
用

環
境

ビ
ジ
ネ
ス
産

業
の

創
出

環
境

教
育

の
充

実

カ
ー
ラ
イ
フ
の

見
直

し
地

域
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

掘
り
起

し

姉
妹

都
市

の
五

感
を
使

っ
た
自

然
体

験
学

習
か

ら
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
成

教
育

現
場

と
産

学
官

連
携

に
よ
る
環

境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

住
宅
・
オ
フ
ィ
ス
用
太
陽
光
発
電

、
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
、
住
宅
用
蓄
電
池の

導
入
促
進

対
象

エ
リ
ア
に
お
け
る
事

業
化

可
能
性

調
査

環
境

に
優

し
い
交

通
手

段
の

普
及

松
山

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定

及
び
実

証
実

験
等

の
実

施

ご
み

の
減

量
、
再

資
源

化
の

推
進

資
源

（
ご
み

等
）
の

効
率

的
な
利

用

環
境
配
慮
型
行
動
の
基
盤
を
整
備
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

低
炭

素
ま
ち
づ
く
り
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
化

低
炭

素
型

交
通

手
段

へ
の

転
換

緑
豊

か
で
涼

や
か

な
市

街
地

の
形

成

多
様

な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

面
的

利
用

シ
ス
テ
ム
の

導
入

交
通

拠
点

周
辺

に
お
け
る
集

客
・
集

住
の

ま
ち
づ
く
り

実
施
中
の
松
山
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
、
県
都
松
山
に
ふ
さ
わ
し
い

低
炭
素
型
の
環
境
に
配
慮
し
た
都
市
づ
く
り
を
推
進

節
水

型
都

市
づ
く
り
の
推
進

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
の
環
境
学
習
施
設
の

↓
 運

営
を
担
う
N
PO

と
協

定
を
締

結

←
小

学
校

の
屋

上

に
設

置
さ
れ

た
太

陽
光

発
電

シ
ス
テ

ム
を
見
学

姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市

←
古

着
・
廃

食
用

油
等

の
再

資
源

化
の

推
進

(障
が

い
者

と
の

協
働
)

←
快

適
な
歩

行
空

間
と
自

転
車

利
用

環
境

の
整
備
に
関
す
る

社
会

実
験

を
実

施

温
暖
で
日
照
時
間
の
長
い
気
候
特
性
を
活
か
し

「
松
山
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進

集
客

・
集

住
・
コ
ン
パ
ク
ト

エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

循
環

型
・
自

然
共

生
社

会

モ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
導
入
に
よ
る

移
動

の
選

択
制

の
拡

大
→

地
域

に
安

ら
ぎ
と
活

力
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等

、
資

源
の

有
効

利
用

や
環

境
負

荷
の

少
な
い
行

動
の

促
進

等
、
地

域
に
適

し
た
構

想
を
推

進

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

活
動

促
進

企
業

・
大

学
・N

PO
・
行

政
等

が
地

域
一

丸
と
な
っ
た
、
情

報
交

換
や

共
同

提
案

地
域
特
性
を
活
か
し
た
、
温
暖
化
対
策

の
推
進

や
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
関

す
る
課
題

再
生

可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
等

地
域

資
源

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

地
域
事
業
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

量
等
の
調
査

観
光

地
域

に
お
け
る
電

気
自

動
車

や
電

動
ア
シ
ス
ト
付

自
転

車
等

の
普

及

節
水

機
器

の
補

助
制

度
↓

↑
下
水
処
理
場
の
マ
イ
ク
ロ

水
力

発
電

↑
バ
イ
オ
燃
料
混
合

軽
油

の
使

用
リ
サ
イ
ク
ル

家
具

の
販

売
→

↑
市

の
公

用
電

気
自

動
車

←
事

業
化

調
査

の
イ
メ
ー
ジ

P
A
R
TN
ER
S
H
IP
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松
山

市
の

問
い
合

わ
せ

先

松
山

市
環

境
部

環
境

事
業

推
進
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FA
X 

08
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18
61
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L 

08
9-

94
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69
60

E
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ya

m
a.
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im

e.
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E
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